
  

麻機園の開園記念日 
４月１日麻機園は創立２９年を迎えました！ 
麻機園では開園記念日として、開園記念日を祝う会を行いました。多くの入所

者が参加してくださいました。新年度を迎え、園長からの挨拶の後、新人職員を

皆で迎えました。今年の新人職員は１８歳の人が二人もいるので入所者の方も若

いパワーを感じてもらえたのではないでしょうか。 
アトラクションでは職員による“麻機大喜利”が行われました。 

笑点の聴き慣れたテーマソングが流れると自然と入所者の皆さんも拍手で舞台袖

から入場する出演者を迎えていました。今年は酉年という事で鳥に関連したお題

や春の桜でお花見に関連したお題などで大喜利が披露されると、声を出して笑っ

たり拍手をしたりと入所者の皆さんに楽しんでいただきました。 
 昼食会ではお祝い膳と共にお酒も一緒に提供され、普段はあまり出ることのな

いお酒に「少し飲んでみようかな～」という女性入所者や「やっぱり酒はうまい」

という男性入所者がおり、久しぶりのほろ酔い気分を味わっていただきました。

今年の祝い膳は稲荷寿司や太巻き、茶碗蒸しといった入所者の好きなものを集め

た献立にしました。入所者の方々は「美味しい」と言いながら口いっぱいに頬張

っていました。 
午後からは正面玄関で餅つきを行いました。園長はじめ職員が餅をつくたびに、職員と入所者が一緒になって「ヨイ

ショ、ヨイショ」と声がかかり、新人職員が杵を振り上げると「頑張って」と声があがりました。「職員さんみんなたく

ましいね。」「昔はこうして親戚みんなでついたね。」「懐かしいね」「うちは

電気でやっちゃっていたよ」「初めて見た」と昔のことを話をしている中、

「私に、早く杵を貸してちょうだい。」と叫ぶ、元気な方もいらっしゃいま

した。餅つきを見た後は、つきたてのお餅をお汁粉ときな粉で食しました。

「甘くておいしい」「お餅が柔らかい」と皆さん舌鼓を打っていました。 
今年の開園記念日も入所者に楽しく過ごして頂きました。 

                                

麻機園 寮母 漆畑佳奈 
                                    

 
「２１年目の春」です 

 

ケアハウス桜花は設立から丸２０年、平成２９年４月１日

に２０回目の開園記念日を迎えることができました。例年の

この時期は桜花の前は桜吹雪が舞っていますが、今年は寒さ

が残り桜の花はまだつぼみのまま。桜はこれからの

楽しみとして、毎年恒例の開園記念日昼食会を行い

ました。お祝いだからとビールやジュースを手にし

て、施設長が音頭をとって乾杯！それぞれに会話を           

弾ませ楽しい時間をすごしました。 
 

ケアハウス桜花 生活相談員 佐藤勝洋 
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デイサービス通信 ～我らの人生これからだ～ 
 
３月、オカリナの演奏グループ『レディ５』さんが来てくださり、演奏会

を行いました。 
利用者全員に歌詞カードが用意され、オカリナの演奏に併せて皆で唄いま

した。「ふるさと」「春の小川」等の童謡や「瀬戸の花嫁」「北国の春」等の歌

謡曲を１４曲演奏してくださり、最後は、利用者のアンコールに応え、「川の

流れのように」を演奏していただきました。 
利用者からは、「オカリナのやさしい音色を聴いて、懐かしく穏やかな気持

ちになりました。」「皆で唄えてとても気持ちよく、楽しい時間を過ごせまし

た。」との感想がきかれました。 
 

麻機園デイサービス 生活相談員 望月昭子 
 
 
 

☆新入職員紹介☆ 
４月から麻機園で働くことになりました。私の心がけていることは、どんな時も笑顔でいる事です。介

護の仕事は未経験なので入所者の方々への対応がうまく出来なくて先輩たちにたくさん迷惑をかけるかも

しれませんが頑張って覚えていきたいです。よろしくお願いします。 
麻機園 寮母 浅井七映 

 
私は３月１６日から麻機園で働かせていただいています。まだ仕事など慣れていませんが入所者の方々

と明るく笑顔で表情豊かにしていき、高校３年間で学んだ「人の役に立つ」ことを麻機園で生かしていけ

るよう頑張ります。これから宜しくお願いします。 
麻機園 寮母 望月鮎奈 

 
麻機園には介護職やケアマネージャーとして１６年程勤めていましたが、１年お休みし又４月より地域

連携に関わる仕事をさせて頂く事になりました。私自身も麻機地区に住んでおり、豊かな自然環境と温厚

な人柄が大好きです。 
東桜会が地域の方々のお役に立てるよう、一歩ずつ進んでいきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

麻機園 生活相談員 芦口益枝    
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私
は
麻
機
園
に
就
職
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

一
年
前
は
入
所
し
て
い
る
方
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と

に
必
死
。
他
に
も
一
日
の
生
活
の
流
れ
や
、
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
覚
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

 

先
輩
に
つ
い
て
い
こ
う
と
精
一
杯
が
ん
ば
る
な
か

で
失
敗
が
多
く
、
そ
の
た
び
に
注
意
を
う
け
、
指
導
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
指
導
の
お
か
げ
で
成
長
で
き

た
と
今
は
思
え
ま
す
。 

介
護
と
い
う
仕
事
を
理
解
し
始
め
る
と
「
大
変
そ
う

だ
な
。
手
伝
っ
て
あ
げ
よ
う
。
や
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と

の
思
い
は
介
助
者
の
自
己
満
足
で
あ
り
、
入
所
者
に
と

っ
て
は
「
よ
け
い
な
お
世
話
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
介
助
者
が
全
部
を
手
伝
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
入
所
者
の
”
出
来
る
こ
と 

“
を
減
ら
し
て
い
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
と
理
解
が
深
ま
り
、
入

所
者
の
身
体
状
態
や
生
活
習
慣
な
ど
を
把
握
し
、
何
を

手
伝
え
ば
良
い
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
同
じ
頃
に
入
所
者
か
ら
「
山
崎
君 

お
は

よ
う
」「
仕
事
が
様
に
な
っ
て
き
た
よ
」
な
ど
と
声
を

掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
言
葉
を
聞
く

と
「
認
め
て
も
ら
え
た
か
な
」
と
感
じ
と
て
も
嬉
し
く
、 

ま
た
、「
あ
り
が
と
う
」
と
聞
く
と
「
こ
の
仕
事
を
選

ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
一
年
を
振
り
返
る
と
長
い
よ
う
で
本
当

に
短
い
一
年
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
先
輩
職
員
を
見
習
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
覚
え
、
学
び
、
一
年
後
に
は
先
輩
職
員
と
同
じ
よ

う
に
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 


